


ずっと、星巡りの旅をしていました

子供の頃から星が大好きで
いつか行ってみたいと思っていた
その願いが叶ったのです

あの星やこの星
いろいろ見てまわりましたよ

宇宙は広いので
旅は果てしなく続きます

アンドロメダ星雲の横を
通り過ぎた辺りで

帚星が教えてくれました

そろそろあなたを
迎えに行く時間だと

あぶないあぶない。。。
もう少しで、遅刻するところでした

僕は今。。。
あなたのところへ向かっています

途中。。。月によって
あなたの好きなグリーンのスーツに
着替えていこうと思っています

月の兎たちも喜んで
着替えを手伝ってくれるでしょう

久しぶりにあなたに会いにいくのに
少しはお洒落をしていかないと
あなたに嫌われたら、大変だから

本当に長い間
この日が来るのを待っていました

星巡りの旅も
一人きりでするより

あなたとしたほうが楽しいに決まっています



あぁ。。。ドキドキするなぁ
もうすぐ。。。

あなたに会えるのですね

離れ離れになってからの
あなたの話を聞くのが楽しみです

きっと、苦労をかけたと思います
ずいぶん早く。。。旅立ってしまったこと
まずは、心からお詫びして。。。

そしたら二人で
天の川へ行きましょう

向こうの岸と
こちらの岸から

それぞれに船を漕ぎ出して

天の川の真ん中で落ち合うのです

織姫と彦星のように

素敵なアイディアだと思いませんか？

生きていた頃。。。
あなたと交わした約束

ずっと、そばにいること

今、やっと果たすことができます

もう。。。運命の神ですら
僕たちを引き離すことはできない

あっ。。。
あなたが見えてきました

どうやら、間に合ったみたいです

あなたは、子供たちに
見守られながら

静かに息をひきとりました



子供たち。。。
大きくなりましたね
立派に育ててくれて
ありがとう

そして、本当におつかれさま

愛しい子供たち。。。
君たちはもう、大丈夫だね

お母さんを
お父さんに返してもらうよ。。。

年老いたその身体から
あなたの美しい魂が

ゆっくり空に登ってきます

グリーンのスーツを着込んで
大きな花束抱えている僕を見て

あなたは、ちょっとびっくりしながら
それでも。。。

嬉しそうに笑ってくれました

待っていましたよ
やっと、会えましたね。。。

僕はあなたの手を取って

天の川行きの
銀河鉄道に乗り込みました。。。

 
 

おしまい


